
的pcR検出･同定法.第16回日本霊長類学会大会 (2αX)年7月,名古屋).霊長類研究 16(3):248.

7)平野真 ･中村伸t･岡田真紀 ･許禎壬 ･伊藤麻里子 ･植田昌宏 ･向井錬三郎 ･光永捻子 ･清

水慶子 ･恵美宣彦 (2000)Bウイルス感染症の DNA 診断法とDNAワクチンの開発.第 23

回日本分子生物学会 (200Q年 7月,神戸).要旨 p.762･

18)許禎壬 ･伊藤麻里子 ･平野真 ･中村伸 (2000)組織因子の生殖系での役割 :精嚢での発現調節

とその役乱 第23回日本血栓止血学会 (2000 年 11月,名古屋).日本血栓止血学会誌 11:505.

9)井上-村山美穂 ･安達さとみ ･新美陽子 ･三谷宏明 ･竹中修 ･村山裕一 (2000)霊長類にお

けるドーパミントランスポーター遺伝子の多型解析.第 16回日本霊長類学会大会 (2000年

7_月,名古屋).霊長類研究 16(3):245.

10)中村伸 ･轟木秀一 (2000)好中球の新たな役割:TissueFactor(CD142)の発現と凝固先進･第

8回phm aco-hematologyシンポジウム (2000年 6月,東京).要旨集 p.14.

ll)野田令子 ･北野誉 ･斉藤成也 ･Fe汀el,R.E.･竹中修 (2000)霊長類におけるABO血液型遭

伝子の進化.第 16回日本霊長類学会大会 (2000年 7月,名古屋).霊長類研究 16:245.
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トロゲンの胎児移行に関するヒトとサルでの検討.第 3回日本内分泌撹乱物質学会大会
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16)矢野一行 ･浅岡一雄 ･旗棒成美 ･坂本安 ･森口武史 ･Jhung,K.E.･Sheen,Y.Y.(2000)韓国と
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ニホンザル野外観察施設

渡過邦夫 (施設長併任)･室山泰之 ･足滞貞成 1)ノ

近年野生ニホンザルの人里への接近と農作物被害の増加が全国各地から報告されるように

なり､日本固有種であるニホンザルの保護 ･管理に対する取り組みの必要性が指摘されている｡

このような情勢の中､本施設では､ニホンザル個体群や生息環境の変化を把捉することが保護 ･

管理を考える上で不可欠であるとの認識に立ち､基本的な生態学的資料を各地で継続的に収集す

る体制を整えることを長期的な目標として研究活動をおこなっている｡また､野生ニホンザルの

保護 ･管理にかかわる研究にも積極的に取 り組んでいる｡

昨年度に引き続き､各研究林でおこなわれている長期的な調査にスタッフができるだけ参加

し､各地での研究活動の現況の把握に努めた｡具体的には､下北半島でニホンザルの生息状況の

把握と屋久島西部林道地域でのニホンザル生息調査がおこなわれた｡また､保護 ･管理に直接か
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かわる活動としては､被聾管理のための韮礎的調査および実験､ニホンザル保護管理のためのマ

ニュアル作成作業などがおこなわれた｡

現在の施設運営は､下北 ･屋久島･事由の3研究林 .紋察ステーションに重点をおいておこ

なっている｡上信越 ･木曽研究林での研究活動については､保全生物学 ･野生動物管理学分野へ

の取り組みとも相まって､将来の新たな形での再相成を模索している0

平成 12年度の各地ステーションの状況は､次の通りである｡

1.串指紋察所

'事由では昭和27年に餌付けが成功して以来､全個体識別に基づいた群れの長和継続紋窮が

行われている｡昨年皮は 1所の死産が観察されただけだったこともあって､今年度は 17立花の出

産がみられた.内 1頭が死亡したが､今年は島内の食物が豊富だったこともあって､それ以外の

年長個体には死亡が認められなかった｡平成 13年3月31日時点での島内の総個体数は､マキグ

ループの約 10頭を含め 108頭である.主群は今年も安定していたが､マキグループはトンボが

群れをでたため再びヨタカがボスになった｡すでに半世紀に及ぶ記録であり､今後もこうした記

録は続けられるべきものであるが､京大博物館の展示等にも生かされる予定である｡

今年度は生態機構分野の森による群れ維脱と身体発育との関係､マキグループの鵜団的まと

まりに関する研究などが行われた｡串間市の幸島管理検討会では社会教育について芸花諭され､今

年度は山口技官が撮りためていた写真を用いた写真展が串間市で開催された.写i'1.展はその後市

内の老人ホームや宮崎銀行､宮崎県立博物館などで開催する話に発展しており､大変好評であっ

た｡今後ともこうした企画を進めるとともに､さらにいっそう社会的な理解を得るための働きか

けを進めることが話し合われている｡

ここ数年島が地続きになることはなかったが､平成13年3月頃から島との間に砂がたまり､

歩いていける状況が生まれてきている｡これは島との間の防波堤がより大きなものに改造された

ため､潮の流れが変わったことにもよっている｡今後注意をしながら見守らなければならないで

あろう｡

2.下北研究林

下北半島に生息するニホンザルはこれまで通 り複数の調査グループによって調査が継続さ

れている｡今年度も足浮が中心となって西部海岸沿いの佐井村近辺の調査を行った｡冬の調査で

はM2C群､Y群､AR2群の3群が数日間行動を共にしたことが観察された｡また今年度はブナ

のなり年であったため 12月末になってようやく冬の食物であるヤマグワ新芽の採食が認められ

た｡これはこれまでの中では､もっとも遅い記録である｡その他､地域全体の個体群を把握する

ための作業が今年も継続して行われている.

下北半島全体のニホンザルを保護管理するための検討会がITf'J･森県の主導で組織され､渡過が

参加した.試論を通じて､下北のサル管理方法に関するマニュアルが作成された｡脇野沢相では

住宅に佼入するサルが周辺になったが､マニュアルにのっとってきちんと個体の特定が行われ､

その結果除去することとなった｡この検討会には地域の町村が全て参加しており､今後日本各地

でもうけられるであろうこうした検討会のひとつのモデルとなりうるものであった｡野生鳥獣の

保諮管矧 ま終わりのない作業であり､今後もこうした作矧 ま続けられるであろう.
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3.上信越研究林

上信越研究林は今年も人手不足から十分な調査が行なえなかった｡周辺の研究機関とも議論

を重ねながら将来の方向性を探る必要がある｡また上信越研究林のある長野県山ノ内町でも最近

ニホンザルによる農作物被害が増加しているほか､発晴温泉周辺の旅館や公道上で餌をねだる群

れもあると報告されている｡長野県のニホンザル保護管理に関する特定計画事業が始まり､地域

個体群全体を含んだ管理について慎重に検討してゆくべき段階といえるだろう｡

4.木曽研究林

木曽研究林も人手不足から十分な調査が行なえなかった｡この地域のニホンザルも人里べの

接近が顕著で何度となく捕獲されてきた経緯がある｡人為的に継続して行われている集団捕獲が､

野生ニホンザルの個体群にどのような影響を与えるのかを明らかにするためのフィールドとし

て､その経緯を追跡調査している｡

5.屋久島研究林

屋久島研究林における研究活動は今年度も活発であった｡上部域における採食生態学的研究

(半谷 :京大 ･人類進化論)､オスの繁殖成功度 (早川 :霊長研)､ヤクシマザルの遺伝的変異を

指標とした集団構造の研究 (早石 :京大 ･人類進化論)､ヤクシマザルの発声行動 (香田:京大 ･

人類進化論)などをテーマとした研究がおこなわれた｡また夏期には､DavidHill(サセックス

大)･揚妻 (秋田経法大)によるコウモリ類の調査､好広 (龍谷大)らによる上部域での分布調

査や杉浦 (霊長研)などによる西部林道地域の個体群調査も継続されている｡短期的に屋久島を

訪れる研究者の数は多く､研究対象もサルやシカ､コウモリなどの哨乳類だけでなく､佃虫両校

煩や植物など多岐にわたっており､今後も屋久島研究林とその周辺での研究活動は活発なことが

予想される｡昨年度から屋久島での研究活動を円滑にすることを目的とした屋久島研究連絡委員

会が発足し､研究者間の調査内容や安全対策等についての情報交換と危機管理体制の整備を行な

っている｡

また､研究成果を社会に還元する事を目的とした致育普及活動ーも､引き続き活発に行われて

いる｡全国から大学生を募集し､屋久島でフィールド･ワークの基礎を体験する ｢第2回屋久島

フィールドワーク講座｣が昨年度に引き続き開催され､多くの研究者が講師を勤めた (主催 :上

屋久町､共催 :京都大学霊長類研究所､京都大学生態学研究センター)｡若手研究者が中心とな

った屋久島研究自然教育グループによって､地元住民を対象とした ｢スライド講演会｣が今年度

も開催された｡

ステーションの運営については､多くの研究者に有効に利用してもらうためにルールの見な

おしを実施した｡今後も利用者たちと連絡をとりながら利用環境の整備等の改善を図る予定であ

る｡

<研究概要>

A)ニホンザルの社会生態学的､とくに自然群の環境利用と個体群の構造

渡過邦夫 ･足揮貞成

ニホンザルの群れの連続した分布をゆるす環境で､遊動する群れが示す生活と社会環境をと

らえ､生存に必要な条件をあきらかにするため､下北半島西部の地域個体数について継続的な調

査を行っている｡
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a)野生ニホンザルの保護および全国のニホンザル個体群に関するデータベースの作成

波速邦夫 ･室山泰之

野生ニホンザル保護･管理のために､全国の野生ニホンザルに関するデーターベースの作成､

古分布の役元､ニホンザルに関する文献日録の作成などを行っている.現在までに四国､九州を

のぞく地域の分布状況が明らかになっており､今後これらの地域の情報を収dAtする予定である.

C)率t3のサルの生態学的社会学的研究

波速邦夫 ･山口直嗣 2)･冠他市士タ3 2)

従来からの継続として､ポピュレーション動態に関する資料を収集し､各月拓にほほ全個体

の体荻を測定 している.また集団内でおこった出来事や通年の変化について分析を進めている0

D)スラウェシ･マカク種間雑種の研究

波速邦夫

インドネシア ･スラウェシ中部においてスラウェシ ･マカタ 2種､ トンケアン･マカクと

ヘツク ･モンキーの間の種間雑種の研究を行なった｡

E)農地に依存するニホンザル集団の生態学的調査

室山泰之

農作物被害を引き起こしているニホンザルの複数集団を対象として､ラジオテレメトリー法

を用いた基礎的な生態調査を三重県中部でおこなっている｡

F)ニホンザルによる農作物被害に対する防除法の検討

玉山寮之

特定の農作物に対する回避行動を形成する方法である嫌悪条件付けの実用化と､既存の防除

法である罷気柵や物理柵の効果測定および新しい防除技術の開発を目的として､研究所内で飼育

されているニホンザルを対象に研究をおこなっている｡

G)被害管理モデルの検討

室山春之

被害発生に関係する要因を組み込んだモデルを作成し､被害管理システムの構築と実践を試みている｡

H)下北半島に生息するニホンザル群の分裂と生息域の変動に関する研究

足摺貞成 ･波過邦夫

下北半島に生息するニホンザル群は､次々と分裂しながら生息域を拡大し続けている｡その

経過を追跡すると共に､どのような形で安定していくのかについて継続的な観察を続けている｡

Ⅰ)野生ニホンザルの性行動の研究

金郵山の野生ニホンザルを対象に妊娠期間の推定を行った｡

177-
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J)野生ニホンザルの空間配置の研究

杉浦秀樹

金華山の野生ニホンザルを対象に､群の空間配置を調査 した｡

<研究業境>

論文

一英文1

1)Goto,S.,1もkenaka,0.,Watanabe,K.,Hamada,Y.,Kawamoto,Y.,Watanabe,T.,Suryobroto,B.&

Sajuthi,D.(2001)Hematologicalvaluesandparasitefaunainfree-rangingMacacaheckt'/M.

tonkeanahybridgroupofSulawesiIsland,Indonesia.Primates42:27134.

2)Muroyama,Y.,Imae,H.&Okuda,K.(2000)Radio-trackingofamaleJapanesemacaqueemigrated

什omitsgroup.Primates41:349-354..

3)Okamoto,K.,Matsumura,S.&Watanabe,K.(2000)LifehistoryanddemographyofwiIdmoor

macaques(Macacamaurus):asummaryoftenyears'observation.Intemational Joumal of

Primatology52:I-I1.

4)Sugiura,H.,Saito,C.,Sato,S.,AgetsumaN.,TAkahashiH.,TanakaT.,FumichiT.&TAkal1ata,Y.

(2000)VAriationinintergroupencountersintwopopulationsofJapanesemacaques.Intemational

JoumalofPrimatology21(3):5191535.

5)Tdkenaka,A.,Matsumoto,Y.,Nagaya,A.,Watanabe,K.,Gotoh,S.,Suryobroto,B.&Thkenaka,0.

(2000)Plasmacholesterollevelsinfree-rangingmacaquescomparedwithcaptivemacaquesand

Humans.Pdmates41:299-309.

6)Thierry,B.,Bynum,E.V.,Baker,S.,Kinnaird,M.F.,Matsumura,S.,Muroyama,Y.,0.Brien,T.

-G.,Petit,P.皮 Watanabe,K.(2000)ThesocialrepertoireofSulawesimacaques.Primate

Research16(3):203-226.

総説 ･著書

一英文-

1)Hirata,S･,Watapabe,K･皮Kawai,M･(2001)''Sweet-potatowashing"revisited･ln:PrimateOrigin

ofHumanCognitionandBehavior(ed.Matsuzawa,T.).Springer-Verlag,Tokyo,pp.487-508.

2)Muroyama,Y.(2001)Decisionmakinginsocialinteractionsbymonkeys.In:Primateoriginof

HumanCognitionandBehavior(ed･Matsuzawa,T･)･SpringPr-Verlag,Tokyo,pp･463-483･

3)Watanabe,K.(2001)Areviewof50yearsofresearchontheJapanesemonkeysofKoshima:status

anddominance.In:PrimateOriginofHuman CognitionandBehavior(ed.Matsuzawa,T.).

Springer-Verlag,Tokyo,pp.405-417.

-和文-

1)室山泰之 (2000)里のサルたち一新 しい生活をはじめたニホンザル. ｢霊長類生態学一環暁

と行動のダイナミズム｣(杉山幸丸編著),京都大学学術出版会,pp.225-247.

2)室山泰之 ･大井徹 (2000)ニホンザルの感覚特性 と被害防除への応用の可能性.野生生物保

護 5:55-67.

1)教務補佐員 2)文部技官 3)COE非常勤研究員 (2000年7月 31日まで)･社会構造分野助手

(2000年8月･1日付)

-78-



3)波速邦夫 (2000)｢レッド･データ･アニマルズ｣Ⅰ巻ユーラシア ･北アメリカ編,講談

社 (共同執筆).

4)波速邦夫 (2000)｢レッド･データ･アニマルズ｣4番インド･インドシナ絹,講談社 (共

同軌範).

5)渡逸邦夫 (2000)｢レッド･データ･アニマルズ｣5巻発向アジナの内々軌 講談社 (共

同執筆).

6)波速邦夫 (ニホンザル保護管理のためのワーキンググループ)(2000)｢ニホンザルによる農

作物被害と保護管理｣,東海大学出版会.105pp.

報告 ･その他

一和文-

1)足滞貞成 (2000)下北のサルのこしかた,そして,ゆくすえ.下北半島のサル 1999年度調査

報告乱 下北半島のサル調査会.pp.1-2.

2)足滞貞成 (2000)今年のブナの捻りが豊作だ.FIELDNαrE68:13.

3)三戸幸久 ･波速邦夫 ･足浮貞成 ･赤座久明 ･林哲 ･金森正臣 (2000)東海北陸地方のニホン

ザルの分布変遷.ワイルドライフフォーラム 6(2):75-82.
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人類進化モデル研究センター

松林清明 (センター長 ･併任)･景山 節 ･MichaelA.Hu触Ianり平井啓久2)･上野書一 ･

後藤俊二 ･鈴木樹理 ･松林伸子3)･三輪宣勝4)･熊崎活則4)･阿部政光4)･

釜中慶郎4)･前田典彦4)･橋本ちひろ4)

平成 12年度には､センターとして取り組んできたチンパンジー繁殖が成功し､4月にアイ

(子の名はアユム､オス)､6月にタロエ (子の名はクレオ､メス)､8月にパン (子の名はパル､

メス)の3頭が由産した｡いずれも母親噛青で順調に生育し､多くの研究者による各種発達検査

も定期的に行われ､貴重なデータが蓄積されつつある｡

センターの将来構想に開通して､郊外にリサーチ･リソース･ステーションを建設するため

の概算要求が､研究所の重点項目に挙げられた｡現有するサル用汚水処理施設も老朽化のため機

能低下しているが､これの更新も重点項目として要求中である｡

研究所のサルの研究利用に関しては､大きな変化があった｡サル取り扱いに必要な知識 ･技

術を身に付けてもらうため､初期講習を体系化し､平成 13年度から全所員について3段階のラ

イセンス制度を設けることがサル委員会から提案され､承認された｡センターはこのための講習

や実習を担当することになる｡また､平成 13年4月から施行される ｢情報公開法｣に対応する

ため､これまでの ｢特殊実験許可願い｣が ｢動物実験計画書｣に変更され､実験内容をカテゴリ

ーA-Dに区別して申請する様式になった｡同時に｢サル類の飼育管理および使用に関する指針｣
も一部が改訂され､生命倫理により配慮する内容となった｡霊長類研究をより豊かに推進するた

めには､倫理面の充分な手だてが不可欠であり､霊長類研究所はこの点でも学界をリードする存

在であり続けたい｡

10月に､第2放飼場のアカゲザル 1頭が脱出する事件があり.原因と思われたコンクリー

ト塀の一部の補修を行Iつた.

教官以外の人事異動では､技術補佐員亀谷秀子が退職し､宋宮幸子､池谷囲代が採用された｡

また､センター最初の大学院生として､福原亮史が修士課程 1年に入学した｡
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